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企業の障がい者雇用

これまでの企業の障がい者雇用は、その大半は通勤を前提としていました。ICT（情報通信技術）の発
展により、テレワーク就労（在宅勤務・サテライトオフィス勤務・モバイルワーク）などが広がるなか、
新しい障がい者雇用として、注目されています。

テレワーク就労とは「情報通信技術（ICT）」を活用し、場所や時間を有効的に活用しながら働くスタ
イルです。「テレ＝離れた場所」と「ワーク＝働く」をあわせた造語です。

10 第1章　「テレワーク」を知る

構築につながります。対面では、会議だけでなく立ち
話や食事の席などでの雑談を通して、お互いの共通認
識を確かめ合うことができました。しかし、テレワー
クでは対面での雑談のような自然な対話場面はありま
せん。そこで、以下の二つがポイントになってきます6）：
①経営理念や、ルール、評価の基準、業務の目的や期
限、社内の人材などを、職場全体に見える化し、共
有する。

②それぞれの ICT ツール（例：メール、チャット、
ウェブ会議ツール、スケジュール共有ツール）の特
性や使用マナーを理解した上で活用する。
これらの具体策を導入することで、心理的安全性が

高まり、さらには職場関係や生産性も向上するでしょ
う。
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（藤川 真由）

1.3　テレワークの動向

1. 企業のテレワークの導入状況
新型コロナウイルス感染症対策として、テレワーク

を導入する企業が大幅に増加しました。令和3年度総
務省通信動向利用調査によると、「テレワークを導
入している」「導入予定がある」と回答した企業は
57％にのぼり、令和元年の29％と比較すると倍増し
ています。導入している企業でのテレワークの形態
は、90％以上が在宅勤務となっています。

令和3年度総務省通信利用動向調査（令和4年5月27日公表）
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/
statistics05a.html

2. 働く人のテレワークの状況
テレワークの大多数である在宅勤務での仕事の効率

の向上について、日本生産性本部が継続的に実施して
いる「働く人の意識に関する調査」によると、2022
年7月時点では、62％が「効率が上がった」「やや上
がった」と回答しています。2020年5月（第一回緊
急事態宣言中）の33％と比較すると倍増しており、
大幅に効率化が進んでいます。

公益財団法人日本生産性本部「第10回働く人の意識に関する調
査」2022年7月25日公表
https://www.jpc-net.jp/research/detail/005947.html

〇地元で暮らして、在宅で働く
 

多くの場合、これまで大手企業へ就職するには
都市部への移動が必要でしたが、在宅採用では
引越しすることなく、住み慣れた地元で働くこ
とができます。

〇コミュニケーション大丈夫！
 

基本的に在宅採用は通勤がありません。外出や
通勤が不安でも安心して働くことができます。
また、コミュニケーションが苦手な方でも働き
やすい環境です。

〇比較的雇用条件が優位
 

在宅採用を行う大手企業は、基本的に都市部に
ある本社での採用のため比較的雇用条件が優位
となります。

〇パソコンが苦手でも大丈夫！
 

在宅業務は、パソコンでの作業から発送業務、
備品充実、部品づくりなど多様になっています。
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令和3年度総務省通信利⽤動向調査（令和４年５⽉２７⽇公
表）
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/220527_
1.pdf?aiowpsec_do_log_out=1&al_additional_data=1
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働く上で「休まない・遅れない・時間厳守」は大切です。
自身の障がい状況、特性を正しく理解、把握し、規則正
しく安定した毎日を過ごせること、体調に変調を感じる
時に、担当者に伝え、事前に対策を講じることができる
など、自己管理力が求められます。
障がい者ビジネススクールでは、体調管理ファイルで
体調を可視化し、担当者とスムーズな調整ができるよ
うに支援しています。

企業の主な雇用目的は４つのタイプと言われています。
（１）法定雇用率充足：自由度が大きいフレックスタイムで各種補助的な作業が中心。
（２）ユーティリティ：定期的な時間労働で、各部署から切り出した簡易な各種業務が中心。
（３）収益力・戦力的：比較的高度な業務。企画、マネージメント、営業、広報、IT専門などが中心
（４）社会貢献活動：自社CSR、CSV事業での勤務、NPO等での勤務など。

素直であること、挨拶と返事ができることは、業務指導、業務提供において大切なことです。

企業の在宅採用にとって「勤怠管理」は、重要な要素です。業務がスムーズに行われているか、疑問
点や困っていることはないか、日常の業務を安定して取組む上で、勤怠管理ができるかどうかは採用
可否に大きく影響します。障がい者ビジネススクールでは、報告・連絡・相談（報連相）を理解し、
認識し、実行できるよう、在宅型訓練の支援をしています。

ホームページリニューアルしました！

大半の採用担当者はパソコンは基本的操作ができれば大丈夫と考えています。当スクールでは
パソコンは週２コマです。パソコンの基本操作、ワードとエクセルを学びます。就職には、
パソコンより職業人力が大切です。


